
既存橋梁の修景実態調査



§4．　既存橋梁の修景実態調査票

　既存橋梁の修景は、どのような背景で、どのような手段で行われているであろう

か？

　Cグループは、既存橋梁の修景について、橋梁設計実務者が日頃疑問を感じてい

る問題点についてr既存橋梁の修景実態調査票」を作成し、それを基に調査・分析・

討議という形で研究活動を行ってきた。

　本調査票は、現場調査を主体に約50橋を収集したもので、今後橋の修景にたず

さわる者にとって、参考資料となれば幸いである。
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　　既存橋梁の修景実態調査票

鋼橋技術研究会：鋼橋の景観設計研究部会
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篤1章　文化財的橋梁
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勝閤橘

永代橋

清洲橘

両国橋

蔵前橋

厩　橋

駒形橋

吾妻橋

言聞橋

自髭橋

千住大橋

豊海橋

干畳世橋

南高橋

田端ふれあい橘 （旧田端大橋）

釦茶の水橘

八幡橋　　　（旧弾正橘）

打越橋

鶴川橋

十綱幡

松齢橋

本町橋

天満橋

天神柵

離波橘

水晶橘 （堂島川可勘坦）
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首都高速1号上野線上野駅前高架橋

茸都高速1号羽田線浜松町高架橋

首都高速2号目黒線天現寺ランプ

首都高速2号目黒線一の橋交差点

菅都高速3号渋谷線六本木6丁目交差点

首都高速3号渋谷線六本木交差点

盲都高速3号渋谷隷渋谷駅前高架橋

首都高速環状線目本橋高架橋

首都寓速4号新宿線初台高架橋

暫都高速5号池袋線板橋本町高架橋

首都高速6号向島隷吾妻橋付近高架橋

首都高遮9号深川線辰己高架楕

菅都高速神奈川1号横羽練金港l　C

首都高遠神奈川2号三ツ沢線横浜駅前

兵庫県道高速神戸西富線（その1）

兵庫県道高速神戸西宮線（その2）

第3章　一般梧梁他
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　　　　　　　　し整　理　番　号1 1 文化財的橋梁調査票
ペ　　　ジ 2

oo

調査者 陶谷　尤
橋 名障開橋
所　　在 地1鯨都中央区築地6丁目一中央区勝圃1丁目

河　川　名陣田川
橋梁形式双葉跳開式鋼飯桁（主径間）＋鋼タイドアーチ（側径間）

　　　　　　　　ラ橋長（最大支間長）1246，000m　（86，0DOm）

竣　　　工　　　年　　昭和15年

　　　　　　　　1管　 理　 者1東京都 （連絡先 ク

文化財橋梁とする理由

　r隅田川著名橋の整備事業」に取り上げられた

橋梁である。

・特徴としては中央径間が双葉式跳開橋であるこ

とと、戦前の日本でつくられた最後の本格的な
橋梁であることが挙げられる。

周　　辺　　状　　況

橋梁下を遊覧船が通る。

親水護岸となっている。

オフイス街

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

勝開橋整備工事
・塗装（銀系）

・歩道部の舗装に自然石を使用

　　　　　　（白系と赤系）
・石製高欄

・橋灯

・橋台敷
・ライ1アガ

整備の考　え方

保全型と思われる。

橋 梁 全 景 ①

9’三
’臼 函

嵐』1，翫驚』7．．メ
　｛塁　　　　　矧　　　へ・子
等灘・簸駿螂『園畢・一・函

…，ギ9㍉　ーずザ　　＼’重7　　N／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝！》
　隠命西一』　1｝ピ　訴周島ξ1　
　　　笥瓦野　△…窮’『ん、、
　　　　　　　　　障、　 ＼べ・・一ド／・

喜㌔　　、　＼」　　ざ二1＼1窟　ぐ謀贈
　　　　　　　　　〆　　　　一 ，‘『掩1　＼，　’／

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　＼．　勢’『・6
膨＿．　　’ノー甲’　／　　 1，r“鱒、どさ← 【’尋21冠

　　　　　　　　　　　　　→ブ㌔一　　2一＼　　匙
　　　　　　　　　　　　　！勢一謹1世』．廼忽、漕叉、N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨どさ口　　 9
・冨・‘’　　1’一　　　　掲ごさ．誤戸 高」’、　　　　　／＿

現　在　の　絹　途

道路橋（晴海通り）

参　　考　　文　　献

「日本の橋～鉄の橋百年のあゆみ～f
（社）日本橋梁建設協会編　朝倉書店

　　　　　　（昭和59年6月）

「特集・橋梁技術者が語る我が郷土の橋」

橋梁と基礎　建設図書（昭和62年8月）



整理番号1　－2 文化財的橋梁調査票 ぺ一ジ
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橋梁全景写真

凡例

⑤

＼

＼
／

／

／

E

◎

③

／
■

①

＼

①

◎

調査者由谷尤
③
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整　理　番　号 一1 文化財的橋梁調査票
橋 名　永代橋 橋 梁 ム 景 ①

所　　在　　地　　東京都中央区新川一丁目～江東区佐賀一丁目

認

［
1 河　　川　　名 隅副『l　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

橋梁形式下路アーチ
1橋長（最嫉間長）185・2m

竣　　工　　年　 日召禾03年（1928）

管理者東京都保全課橋梁保全係（03－5320－5295）
r

文化財橋梁とする理由 改 良 の 履
麻
［
止 1

1
1．吊橋以外で、日本で初めて支間が
　　　　描、r㌧趣

鉦
1 月 改 良 の 内 容　i

　　ト　　100m越えた橋。
2，都民に広く親しまれている． 昭和42’年i　　　　　　　　　　　　　　　「

　　7月i地盤沈王、自動車交通の激増等1
　　！　1により両側の橋台が沈下し、変i

昭和顎影が生じたため・補修・　i

位 置 図 現　在　の　，馬　途

整　備　パ　タ ン

修復型

周　　辺　　状　　況

元は、日本橋新堀町から佐賀3丁目に架かっ
ていた。（現在より上流物150mに位置）

元禄11年（1698）に上野寛永寺の中堂建築1
の余材を使って、　「深川の大渡し」に代わっ
て架けられたのが初めての橋である。その後
、数度架け換えられたが明治30年（189
7）に我が国初めての鋼材を使用した3連の，
トラス示ヒ架け換えられ震災で木製の橋床が
焼け落ち、このため現橋に架け換えられた。
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整　菱　番　要 一4 文化財的橋梁調査票 　　　　駒井鉄工株式会社
調　　査　　者　　　　　11　．　推

憲

墜f、
艦

レ

〆；

o

謡
人がえし 夜間アーチリブをうきあがらせる照明 地覆部照明

歩道部照明 街路照明 橋名板
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整　理　番　号 1 文化財的橋梁調査票
ペ　　　シ

→
司

調査者㎞　谷　尤
橋

　1

名i清洲橋
所　　在　　姻
　　　　　　　　1

東京都江東区清澄1丁目～中央区日本橋中洲

　　　　　　　　ド
河　　川　　名1隅田川

橋梁形司3關連続吊橋
橋長（最大支間長）1　186．220m　（9L440m）

　　　　　　　　F
竣　　工　　年！昭和3年

管　理　者i東京都 （連絡先 ノ

文化財橋梁とする理由

　r隅田川著名橋の整備事業』に取り上げられた
橋梁である。

・特徴としてはわが国初の自定式吊橋であること

と、設計において橋の美観に特に留意されたこ
とが挙げられる。

周　　辺　　状　　況

橋梁下を遊覧船が通る。

倉庫街

清澄庭園

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

清洲橋整備工事
・塗装（青系）

・歩道部の舗装に自然石を使用（白系）

・高欄

・橋灯

・橋台敷

・橋名板ライトアガ

・全体照明（ケー九部）

整備　の考　え　方

保全型と思われる。

嬬 梁 全 景 ①

位 置

愚当謝蕉｝添．プ畜・、哩

擁影騒烈1濠1i奪疑
難発鞭で『．，“

現　在　の　用　途

道路橋（清洲橋通り）

参　　考　　文　　献

「東京の橋～水辺の都市景観～」

鹿島出版会（昭和61年9月）

；伊東孝著

「日本の橋～鉄の橋百年のあゆみ～」

（社）日本橋梁建設協会編　朝倉書店

　　　　　　（昭和59年6月）

「特集・橋梁技術者が語る我が郷土の橋」

橋梁と基礎　建設図書（昭和62年8月）
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整　理　番　号 1 文化財的橋梁調査票 ベ　　ジ

調査者

13

橋 名

所　　在　　地

河　　川　　名

橋　梁　形　式

橋長（最大支間長）

竣　　工　　年

管　　理　　者

、1，）II』1太裕

両　国　橋

中央区東日本橋二丁目～墨田区両国一丁目

隅　田　川

三径間ゲルパー式鋼飯桁

164．　5　m

昭和7年11月

建設省 （連絡先

文化財橋梁とする理由

　架設当時、言問橋とともに、長大な

鋼ゲルバー橋としてその威容を誇った。

周　　辺　　状 況

　近くには、国技鎗があり”相撲の町”

と言った印象が両国橋にも感じられる。

改　良　の　履　屋

年月 改　良　の　内　容

バルコニー
高欄

橋面舗装

照明柱

横断防止棚　パネルリーフ

整　備　パ　タ　　　ン

保全型

橋 梁 全 景 ①

位 置 図

艦銀菅

◇ラ馨講

1　把鍵・風。、．6州頃
醜乳溌1．，編「一ヤ

。写多　＼

1鷲霜み了．＼＼

現　在　の　用　途

道路橋（靖国通り）

参　 考　　文　　献

一東京の橋 水辺の都市景観、

伊藤孝著鹿島出版会（昭和61年）
一特集・橋梁技術者が語る我が郷土の橋。

雑誌；一橋梁と基礎一　（昭和62年8月）
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整理番号 一1
文化財的橋梁調査票 ペ　ジ　　「∈

co
GO

1

橋 名

所　在　地
河。　川　名

　　　　9橋梁形式1
橋長（最大支間長）

竣　工　年
管『　理　者

調査者i田谷尤
蔵前橋
東京都台東区蔵前2丁目～墨田区横網2丁目

隅田川
上路式3径間2ヒンジリブアーチ

173．170m（50．900皿）

昭和2年

東京都 （連絡先

文化財橋梁とする理由

r隅田川著名橋の整備事業」に取り上げられた
橋梁である。

・特徴としては橋脚上の四角いパルコニーと半円
球の水切りが挙げられる。

周　辺　状　況
橋梁下を遊覧船が通る。

親水護岸となっている。

改良　の　履歴
年月 改良の内容

1蔵前橋整備工事

・塗装（黄系）

・歩道部の舗装に自然石を使用（赤系）
・高欄

・橋灯

、・橋台敷

整備の考え方

保全型と思われる。

橋 梁 全 景 ①

1二誓湛FFr

位 置 図

欝、蕪騰≧～1塗

　帰」母〆爆’＼」一一 二一指一一一』j㌧
こ’卜瞳㌘コ、．．一・㍉莞一函晃≒ 菩二7・・ こ∴
ξ』絵〆一一、〆。一　ま…伽蛭
r「萎猛翠乙｛鱗 、

一 一 …皿 一一 ……　r一
』一

▽鰐覗〆二☆・諮論肝亭ll 碗》卜》り鰯！傑＝一
一＿＿

一一も 一 ・一

暴星，／惣ll牟…㌔㌧㍑
　1’ヌ君江デ蝕ぎ尋1　一一三弓……語“歳

現在の用途
道路橋（蔵前橋通り）

参　考　文　献

r東京の橋～水辺の都市景観～」＝伊東孝著

鹿島出版会（昭和61年9月）

r特集・橋梁技術者が語る我が郷土の橋』

橋梁と基礎　建設図書（昭和62年8月）
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整理番号 3 文化財的橋梁調査票
ペ　 ン

　　　1調査者田谷　元
ディテール

QO
㎝

親柱・橋名板 高欄

1　！「，ll司

『　　 』L‘

　　［

驚

橋脚上の四角いバルコニー …半円球の水切り

照明柱

親水護岸



I

co
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文化財的橋梁調査票
整　理　番　号
橋

1
1厩　橋

ペ　　　ジ

名
調査者

r9

所　　在　　地

河　　川　　名

橋・梁　形　式，

．橋長（最大支間長）

竣、　工　　年i

管　　、理　　者

保坂和夫

東京都台東区蔵前2丁目　～　墨田区本所1丁目

隅田川
下路式2ヒンジアーチ　　3連

152．Om　　（、52，6m）

昭和4年9月
東京都建設局 （連絡先 ）

←文化財橋梁・とする理由

　3連アーチの曲線が優美な美しいラインを描

いている。

　東京の著名橋の中の一つ。

　①アーチ：重厚なタイドアーチ

　2橋　脚　：石張り

③親　柱：アーチと一体の鋼製親柱

周 辺 状 況

　オブィス街に位置し、親水護岸が整備され、

河川、橋の眺望が可能である。

改　　良　　の　　履　　歴

年月 改　良　の　理　由

H1．3i橋詰広場整備、歩道舗装、

　　　1歩車道分離柵、高欄塗装改修、

　　　…照明灯改修

H2．2　塗装塗替

整備パ　タ　　ン

保全型

橋 梁 全 景 ①

位 置 図

貞 煮｝、！ギ携重繁瀞乱

現　　在　　の　　用　　途

道路橋　（春日通り）

参　　　考　　　文　　　献

一東京の橋一水辺の都市景観」；伊東孝　著

　鹿島出版会（昭和61年）

一絵葉書に見る日本の橋、：土木図書館　編

　拓値書房（平成4年4月）

一特果・橋梁技術者が語る我が郷土の橋．

　雑誌一橋梁と基礎 　（昭和62年8月）



oo 
~] 



』

QO
QO

『

又 1【、期 剛 惜 果　調　食　示
べ　一　　ジ 21

整　　理　　番 号・　　　　　一　3 調　査　者 保坂　和夫

ディ　テール A3 ③

マ

｝愚

一

。雲 一
2
5
N 嘘

甲　　　暉

　　．幽 一

畠

亀尋 一　謄

欧

華
二三垂奨　叢 一

，

二

籔澱爵
嘉　『、需

ノ 　　　・…ご舞

　　　．遡
　

　一

冨皐
．霧雀宛

』
二 、 謀τゼ㌔　一　τ

ぐ，．
『～こ．↓

⊃ 昂

』
、
、
、

一　　』

　　　　　　薙「　 w一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　『＿、自．　研　　［

　　　　　　［　準　　　　　　　　　　　　■　　π
＼　＼ ＼㌧ 　

［
　

　、　㌃

一　一一＼．

＿　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　P　
一

智
＼
∴
　

、
，
　 “ヤr

　　　　『　　　・
　　　』　　　、

、
一

＼』　・

．蓼「L鯉

歩道舗装 ：　天然石、白と赤のバターン配列 歩車道分離柵　1 アルミ鋳物製 高欄と同デザイン 古
「
し・ユ 閥　＝ 鋼　製、白　色

1寸 根　二 御　影 石

8 笥
喜

E・

■■■薗国置■6　唇畳1　　　　1 皿 量 一 　て』■ ’1 ／　　　一6■一一一一 『

蓋鯉㎞■■一

文化財的橋梁調査票

噸

溜

1

1㎜欄臓 1繭

　　一1’61

・』1些1“擶翻側！ミ悩！

　セ

　垂
、1

親 桂 上部に馬のステントグラス 照　明　灯 柱基部に鴨のレリーフ 橋 詰 石張り
r笥 欄 アルミ鋳物製鳴のデザインハネル）



文化財的橋梁調査票
整　理　番　号1 1

ペ　　　ジ

調査者

22

』

oo
o

保坂和夫
橋 名i駒形橋
所　　在　　地・東京都台東区駒形2丁目～墨田区吾妻橋1丁目

河川名1隅田川
橋梁形式i中央径間下路式2ヒンジアーチ、側径間上路式2ヒンジアーチ
橋長（最大支間長）i149．1m　（74、7m）

竣工年・昭和2年5月
管　　理　　者i東京都建設局 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

　中央径間が下路式、側径間が上路式の3連の

アーチ橋で、中央径間のアーチが際立っている。

。東京の著名橋の中の一つ。

轡アーチ随　中央径間の雄大なタィドァーチ

　　　　　中央径間下路式、側径間上路式

　　　　　との対比

2橋　脚　　バルコニーと同断面り円柱形の

　　　　　石張り

周 辺 状 況

　橋の両岸に幹線道路の広い交差点があり、橋

詰広場と共に開放的な橋、川の眺望の場として

整備されている。

改　　良　　の　　履　　歴

年　月 改　良　の　理　由

S63．7　橋詰広場整備、歩道舗装、

　　　　高欄塗装改修、大型橋灯復元

整備　パ　タ　　ン

保全型

橋 梁 全 景 ①

丁誓驚ず

」L『’
　一

　　　　　一
r　　　　　　曹

1　　曽　　　　　　　一rロ歯一甲墾一一

減 。’　 ”　一 ，　幅一七うrぐ≦二’
　、・＝、レ 妄　’、¢i縄・ ．f」、、ン

　、二：㍉ミ r吐シゾー一’一・’｛、」　＿
　‘一 ．鍵曇崖綬1驚1　　　 　一　＿一　＿『セー．．壷｝ぎ亨

　一亨一・蝦噺，ン‘‘さ、　尋『
，、こ、．』』t4濾霧

位 置 図

著二』尋言霧薬∠二孝指～薪熱

現　　在　　の　　用　　途

道路橋　（浅草通り）

参　　　考　　　文　　　献

［東京の橋一水辺の都市景観一；伊東孝　著

　鹿島出版会‘昭和61年）

「絵葉書に見る日本の橋」1土木図書館　編

　柘植書房（平成4年4月）

r特果・橋梁技術者が語る我が郷土の橋

　雑誌「橋梁と基礎．（昭和62年8月）
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文化財的橋梁調査票
整　理　番 号 1

ペ　　　　ジ

調査者

25

l

oN
I

橋 名

所　　在 地

河　　　川

保坂　和夫

吾妻橋
東京都台東区花川戸1丁目　～　墨田区吾妻橋1丁目

名，隅田川

橋　梁　形　　式…上路式2ヒンジアーチ　　3連

橋長（最大支間長）’150．1m　　（44．8m）

竣　　　工 年L昭和6年6月
管　　理 者 東京都建設局 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

　江戸時代（1774年）に最初の橋が架けら

れてより、人々に親しまれている。

　東京の著名橋の中の一つ。

①ア チ　　ライズの小さな偏平アーチ

　　　3連は優雅さを現す

2橋台、橋脚　　石　張　り

周 辺 状 況

　浅草駅前に位置し、水上バスの発着地となっ

ている。また、墨田公園（親水護岸）の入□と

なっている。

改　　良 の　　履　　歴

年　月 改　良　の　理　由

H5．31橋体塗装、橋詰広場整備、歩道舗装、

　　　　高欄塗装改修、照明灯改修

整　備　パ　タ ン

保　全型

橋 梁 全 景 ①

鰹
， ．叢竃」

議襲馨難疑△無
＝㌧払》『こ二じ琶養毒事帳葎≦一．　　．＿
’　　．．ノ～一　　、　　4丁女 ア㌦
レ薪よ［．　．，　 ＿、“ず ン　r　　　　　　マ； ♪γ

位 置 図

薯二・ミ』』ゑ譲斗ノ∠ギ餓∋等鑑藩塁

1ま』ヱ験撚霧豊三ill多

藁誉1饗態懸妻雛
驚ミ蘂響．，妻雛擁邊…箋謹

現　　在　　の　　用　　途

道路橋　（浅草通り）

参　　　考　　　文　　　献
一
日
本 の橋、二日本橋梁建設協会　編

　朝倉書店（昭和59年）

［東京の橋一水辺の都市景観」＝伊東孝　著

　鹿島出版会（昭和61年）

一絵葉書に見る日本の橋」：土木図書館　編

　柘植書房（平成4年4月）

一特果・橋梁技術者が語る我が郷土の橋ご

　雑誌「橋梁と基礎」　（昭和62年8月）
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文化財的橋梁調査票
整　理　番

口1
写1 3

ぺ ジ

調査者

27

保坂和夫
ア　イ　ア ル ②

醗難燕重も、…
　　　　　一・臨

③

一一rr一凋臥｝

o“
r

　　　　　　　　　阜
　　　　　　　　　　　、

、駐コ▽、
恥汐、「『一 1　1　＼　＼

歩道舗装 天然石、白と黒のバクーン配列

4

頑

歩車道分離柵 鋳鉄製（爵門よりイメージされる巴マーク）

付 恨 御影石
旦

高｝　欄
付　　　根

鋳鉄製（アクリル透明板付）

御影石

へ　’一晒一

　　　、

、

濃
嫌

i
，
華

－2。

　唇

蕊

嚢舞

蔦よ：鱒堕 、、』7勿・

“

照明灯 ライトアッブ照明 生岸側橋台 石張り、右岸側と対象となるアーチ風デザイン



o㎝

整　理　番　号

橋 名

1 文化財的橋梁調査票
言　問　橋

ペ　　 ジ

所　　在　　地

河　　川　　名

橋　梁　形　式

橋長（最版巖）1

竣　工　年1

管　理　者1

28

台東区浅草七丁目～墨田区向島一丁目

隅　田　川

三径間ゲルパー式鋼飯桁

237．　7　m

昭和3年2月

建設省 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

　震災復興事業で新しく架設された橋

で両国橋とともに、長大な鋼ゲルバー

橋として知られた。

周 辺　　状　　況

両岸は震災復興の目玉事業の一つである

隅田臨川公園が続く。言問橋はその真ん
中を横断する橋である。

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

i高欄
屠面勲
1照．明柱
l

横断防止棚1

整　備　パ　タ　　　ン

保全型

調査者1 ．1：｝居丈裕

橋 梁 全 景 ①

位 置 図 現　在　の　用　途

墨強陥

擁
、
、 議鷺ノ輿ア・鯉／配＼．
寧☆や一’，φ，禰機！魎▼／

！1．．・』、？撃奥頓、，評’・イ／、㌧㌔4／理．＼

』1，1』△馨慧乾、妊・リン亨接

誓唾簿馨〆f．¢／・、1磐々趣　　／
　漁　　　　蓄’・’lll■　　　、　　’　　　　　　　　．／　　二

響峯霞参／／．『』喪詐謎ノ
遜匙孝撃～し 列遊飛讐r勿喜r
・、ミ・！　　1弩業妻嬰寿葺…葺躍．無

4灘解響欝ニズ遍f虞

道路橋（言問通り）

参　　考　　文　　献

r束京の僑一水辺の都市景観
伊藤孝　著　鹿島出版会（昭和61年）

「特集・橋梁技術者が語る我が郷土の橋曽

雑誌lr橋梁と基礎、　（昭和62年8月）
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整理番号1　－2
文化財的橋梁調査票 ぺ一ジ129

調査者　 鳥居丈裕

橋梁全景写真

凡例

　　　　⑥

　　〕

、分

口剛．

④

ダ7乙

瀞

③

⑥
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鵠

整理番剖 1 文化財的橋梁調査票 ぺ一ジ151

橋 名1白 嶺 橋

所　在　副 東京都台東区橋場2丁目～墨田区堤通1丁目

河　　川 名　　隅 田 川

橋　梁　形　式　　下路トラスドリブ・バランスドタイドアーチ

橋長（最蚊醸月 168．8m（44．04m＋79．553m＋44．04m）
竣　　工　　年1　昭和6年6月

菅　　理　　者　　東京都建設局 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

昭和戦前期（昭和5年～昭和20年）に震災
復興橋梁の経験から、隅田川に架けられた
ド路トラスドリブ。バランスドタイドアーチ。

震災復興事業の一環として計画された環状道
路（明治通り）の中のひとつで、中央径間と

側径閻とを逆反りの曲線で柔らかくっなぐ上

弦材により、アーチが両翼に仲びた姿で川を

跨ぐ姿は美しい。

i陸跳の帝祁の門」と呼ばれていた上流側の

千住人橋に対して、　1水路の帝都の門」　（第

一北凹）と呼ばれていた。

周 辺　　状　　況

束京の典型的な下町の一つである南千住に近
く、住宅地と商業地が混在している。

橋上を首都高速6号線の高架橋が横切り、隅

田川の右岸側下流は親水護岸が埜備されてい
る。

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

整備の考え方

保存型

調査者降井英行
橋 梁 全 景 ①

位 置 図

二v／

薯ぐ擶二

1匂舗1

　動

老
クii、

　　　閏　　荒川区　ウ’』汐』、雛1特叩

。彫瀞讐諺護難

7　論饗鯉蝿総職尋蝋
、蘂露羅譲躍灘

現　在　の　用　途

道　路　 橋（明治通り）

参　　考　　文　　献

「日本の橋」　日本橋梁建設協会　編

　朝倉書店　　（昭和59年）

「絵葉書に見る日本の橋」　土木図書館　編

　柘植書房　（平成4年4月）
「東京の橋と景観」　束京都建設局　編

　束京都情報連絡室　（昭和63年7月）
雑誌：「橋梁と基礎」　（昭和62年8月）



I

oo

整　理　番　号 2 ，文化財的橋梁調査票
橋梁全景写真

凡例
隅
田

川

⑤
↓

⑥

＼ ／

②一一→ 嚢灘 明治通

／
ム

＼
③ ④

①

河 川

④

ぺ一ジi孤
調査者1釜井英行

②

⑤

③

⑥



整理番号1 3 文化財的橋梁調査票
ぺ一ジ1 33

1

－oo
I

調査者降井英行

ディテール

＼∫

市厚だがすっきりした歩道部高欄

パターン配列の歩道部橋面工と端柱

　　　［箋凱 急養鑑騒

石張で化粧された歩・車道境界部の腹材

意匠に凝った上横構

雫

上弦材上の照明灯とゲルバーヒンジ部

橋　詰　広　場



整理番号1 1
文化財的橋梁調査票

ペ　　　ジ 54

一
〇
一
1

謁査者 1釜井英行

橋
名1

千　　住　　大　　橋

所　在　地！ 東京都荒川区千住6丁目～足立区千住橋戸町

河　川　割 隅　　　田　　　川

橋　梁　形　式 下路トラスドリプ・タイドアーチ

橋長（最娘間長）1 93．O　m　　（88．Om）

竣　　工　　年 昭和2年12月

　　　　　　　し管　　理　　者I
　　　　　　　I

建　　設　　省 （連絡先

文化財橋梁とする理由

“帝都”復興期（大正12年～昭和5年）に
隅田川に架けられた下路トラスドリブ・タイ

ドアーチ。

その堂々たる風格によって地域のシンボル的

存在となったうえ、幹線道路（奥州街道）に
かかるため「陸路の帝都の門」　（第一北門）

とも呼ばれていた。

現存する同タイプの橋梁では、最も占い橋の
ひとっ。

周 辺　　状　　況

東京の典型的なド町の一つである南千住に近

く、橋ドの隅田川の両岸には、巾場・浄水場

・工場・倉庫等が並ぶ。　昭和48年には、
国道4号線の交通量増加のため・下流側に新
しい橋（九一トかダー橋）が副橋として架設され

ている。　上流側にも、パイプランガー形式

の水管橋が近接している。

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

整備の考え方
保存型

橋 梁 全 景 ①

位 置 図

塾ゼ☆〉◇く黛耀』
業1、総、丞♂町ノ藷

鑑『響講1謬痴1、1；…蓄

1ゼ鷹糞馨験幽三鐸屡彩

現　在　の　用　途

道　路　橋（国道4号）

参　　考　　文　　献

「日本の橋」　日本橋梁建設協会　編

　朝倉書店　　（昭和59年）
「絵葉書に見る日本の橋」　土木図書館　編

　柘植書房　　（平成4年4月）

「東京の橋と景観」　東京都建設局　編

　東京都情報連絡室　（昭和63年7月）
雑誌：「橋梁と基礎」　（昭和62年8月）



一
〇
凶

整　理　番　号 2 文化財的橋梁調査票
橋梁全景写真

凡例

　　　　
　　　＿＼
　．一一7［①

1　　⑥

1／．
　→国道4号（上り線）

②一→ ←国道4号（ドり線）

③／目＼④
　　繕

　　川

④

②

⑤

ぺ｝ジ1　35
調査者降井英行

③



1

－oGゆ
1

整　理　番 剖 3 文化財的橋梁調査票
ペ　　　ジ 5己

ディテール

“橋大”と刻まれた橋名板と橋灯のプラケット

（橋門構中央部）

石張りの親柱

歩道部の高欄

し』

■丈

■

意匠に凝った上横構

　　　　ト調査者i釜井英行

歩・車道境界に設けられた植栽

橋詰にある千住大橋の由来碑
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ペ　　　　 ン・ 39

整　理　番　具 一3 文化財的橋梁調査票 ヨ田　　ユ駒井鉄工株式会祉
吼査登　　石川貴雄

デイテール

磨
射ン

一
〇
α

垂直材付照明 上横フレーム付照明 高欄　歩道

　一　τ
　一　『　畠　『　，
　［　匹
　F

橋名板



文化財的橋梁調査票
ペ　　　ジ 40

i整理番 号 1 調査者　仲村誠
t橋

名汗登世橋 橋 梁 全 景 ①

ヨロプ

1町　　在 地i東京都豊島区目白1丁目6番地～雑司が谷2丁目6番地

河　　川 名1目白通り（明治通り）

し

1橋　梁　形 式畑上路式 2ヒンジアーチ橋

1橋長（最大支間長）127， 963飢
陵　　工 年

，
昭和7年

1管　　理 者1東京都建設局第四建設事務所（連絡先　03－3947－3141）

文化財橋梁とする理由 改　良　の　履　歴 議
11． 昭和初期に架けられた幹線道路の1

立体交差橋である。

橋梁形式は個性的で、景観的に優i

れた鋼上路式2ヒンジアーチ橋で

ある。

年 月 改良の内容

1

－o刈
1

12・

1

轍3E31 （1）歩行者空間の整備

　　　　・白毎影石を基調とした舗道i

　　　　・高欄及び横断防止柵の取替

　　　　（2）橋詰空間の整備

　　　　・親柱の洗浄、組直し

　　　　・レリーフ、銅像の保全

　　　　（3）照明の整備

　　　　・橋側燈及び桁下無明の復元

　　　　（4）色彩の整備

　　　　　橋梁自身の持つ形態美を生

　　　　　かす色彩を選択した。

位 置 園 現　在　の　尾　途

・道路橋（目白通り・萌治通り）

整　鍵　の　考　え　方

・保全型

周 辺　　状　　況

千登世橋に接続する千登世小橋の下をl

i　　　　　　　　　ll都電が走る。

！　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　i

参　　考　　ヌ：　献

・ふるさと東京の橋

　　　（平成元年1月東京都）

著名橋整備工事（千登世橋）

　　　（平成3年3月

　　　　　東京都第四建設事務所）
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一
一
一
1

整　理　番
・1

ヨ1 1
既存橋梁の修景実態調査票

’＼　　　　　ン 44

調査者　　仲村誠
橋名（路線名）　南高橋

所　　在 地陳京榊央区湊・丁目～中央鴎1川2丁目

橋　梁　形 式1プラットトラス 　　　．だ（高架橋・洞川橋・他）

竣　工　年 月1昭和7年3月
施

主1

概算工事費

設計業者
　し
名1

　ヒ

施工業者名！

修景プ・ジェクト名i

修景が行われた理由 特 徴

　本橋は、亀島橋の河口に位置し関

東大震災の復興事業の一つとして昭

和7年に架けられた。橋体部は、明

治37年に架けられた旧両国橋の中

央径問を利用したものであり、道路

橋として利用されている橋梁で、都

内最古である、、

き，据

米

直ココココ翫ア

こエコ＝Zコ藍工二工　、

■禽

・藻1・夢補

景

項　　目

橋詰広場自然石を敷き、石のベンチを設けてある。

「百」 欄i鋳物支柱。 2

案　　内　　板1南高橋の由来が名記されている。 5
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一
一
ら

整理　番号 1 文化財的橋梁調査票 ぺ一ジ1 47

橋 名

所　 在　 地

河　 川　 名

橋梁形式
橋長（最大支間長）

竣　 工　 年

管　 理　 者

田端ふれあい橋（旧田端大橋）

東京都　北区田端1丁目～東田端1丁目

J　R山手線・京浜東北線・操車場

3径間ゲルバー式ラーメン

135．Om（40．5m＋53．Om＋40．5m）
昭和10葎12月

東京都北区 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

日本初の本格的な全溶接橋梁で、現場継手を
含めすべてを溶接構造としている。

継手の溶接は、当時の軍艦の溶接技術を応用
したものである。

周　 辺　 状　 況

東京都北区の南東部・J　R田端駅北ロに面し

新田端大橋（3径間連続箱桁橋）が併設され

ている。　　橋下をJ　R山手線・京浜東北線
が通り操車場もある・一方橋上にはJ　R東北
・上越新幹線の高架橋が走る。

改　良　の　履　歴

年月

平成4年

　3月

改良の内容
中路式の道路橋から上路式の
歩道橋に全面変更。

・旧R　C床版の撤去

・橋体塗装
・床組新設
・側面化粧板
・植　　栽
・街路灯
・高　　欄

整備の考え方
改良型
新田端大橋の完成と同時に取り壊す計画だっ

たが、歴史的な価値があり整備すればまだま

だ使えると判断した北区が再整備に乗り出し

1993年3月に東京都から北区へ移管された。

田端大橋はもともと中路形式で、車道と歩道
が主桁で仕切られていたが、矯面を出来だけ

広くしてもらうことを住民が望んでいたので

それまで使っていた床版を撤去し、主桁の上

に新しい床版を載せ、幅員をいっぱいに使っ

た橋面整備を行うこととなった。

歴史的な価値にも注目しているものの、利用

形態の方をより重視した改良型の整備と言え
る。

調査者1釜井英行
橋 梁 全 景 ①

位 置 図 現在の　用．途

歩行者専用橋

参　考　文　献

「日本の橋」　日本橋梁建設協会　編
朝倉書店　　（昭和59年）

雑誌二「日経コンストラクション」

（1992年6月26日号）
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整　理　番　号 1 文化財的橋梁調査票
ペ　　ジ 50

一
一
刈

橋 名

所　　在　　地

河　　川　　名

橋　梁　形　式

橋長（最大支間長）

竣　　工　　年

管　　理　　者

調査者 ピ’LI‘スこ裕

御茶の水橋

御茶の水一丁目

神田川

ラーメン

昭和7年

（連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

　明治24年に最初の橋が架けられ、
橋上から神田川を望む景観は、東京を

代表する景観である。

周　　辺　　状　　況

　すぐ隣には聖橋があり、どちらかと

言えばそちらの方が目立っている。

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

高欄

整備パターン
保全型

橋 梁　　　全　　　景

旋
、

……薦摯・

　　　　　麹　　『藍三

①

　　　　　　　ゲh
　　　　　　　γて糧

　　　　　　　ゲて耀

　　　　　毒ザ～
　　　≒き二・ζ翠r］

懸療

位 置 図

，氣釜捨ド㌻擁藤

黙ぐ捻隷童驚妥

護，迂．

　＿；濫鋤

　『轍三 竜」・

　　現　在　の　用　途

道　路　橋

参　　考　　文　　献

P絵葉書に見る日本の橋」

土木図書館　編　　柘植書店



1

一
一QO

文化財的橋梁調査票 ページ1　自

整理番号1 一　2 調査者卜蝋燐
橋梁全景写真

凡例

　　A、　　　L

⑤
＼
　、　　　　　　　　

⑤
／
／

②
　

■　　』．　一　　」　　　・嗜

届
．

←一ll

　し』　　　　　　　　　、　　　　　掴

　一一轟漏篇諾需＝＝・

川；≡1鍔鞘；i。畠”慧

一｛一’
．
讐
i ＿＝　　　、’翼

③
　
　
1 ！r

　？．．

　匠　　曹　　　　　　　　　，

マ
鳶
－
　
　
　
　
　
　
　

～

　　　　ン　　　／：二5：コ
　　F－　iii／副

．　　　』

よ

⑨一一醗㌶1 『
．
、

自　」

　レ　　ー

／i卒・
③
　
　
①
　 河　川

ト
＼
＼
⑦

④

・》　　・

3 ⑤
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文化財的 橋梁調査票
ぺ　一　ジ 53

整　理　番　号 一1 調　査　者 月
鉄工株式会

　　　ヱ

橋　　　　　名 八幡橋　（旧弾正橋） 橋　　　梁 全　　　景　　　①

所　　在　　地 東京都江東区富岡二丁目 　　　　　ー　ゴ　　　　　』　一　　一　由　「　ユ　㎜　　ハ　　「　ゴ　ご　　　自 ＿　＿ 　　＿、＿ 　一　r　　r－一一“　』’　｝f「… 　　一　「　一　一　

§
辱
翻

河　　川　　名 公園をまたぐ橋 、
マ 月

橋　梁　形　式 トランスアーチ
　　　　L

～　
　　　　、　　冒冒　　一憎＝耐憤、　　　1算一婿　　．

　　　噛

雪“’岡躍一乙宰9騨ワー一卿　雷 π一”　　　』叩揖

　　　　　　P』恩　　　，

難
急
”
　
　
　 ご

髪

橋長（最大支間長） 15，2m
　　　一　噂一

　　　　　　　亀晒　剛 一｝一冑顧rg

　　　　　　　　　　　　　Lチ騰
．、噸重翼一一一一＿　　μ一轟
　　　編『『『鳳㌔禰
　　　　　　　　　　　押　　蟄

一 7茅 乏

竣　　工　　年 明治11年（昭和4年に富岡人幡の東隣りに移設後人幡橋となる。）
層

管　　理　　者 東京都江東区

文化財橋梁とする理由 改　良　の　履　歴 1

1．重要文化財 （建設物） 年　月 改　　良　　の　　内　　容

直材（鋳鉄製）

2．日本最初の鉄橋（鋳錬混合橋）
3．現存する鉄橋では最古に属するもの。
4．鋳鉄橋から錬鉄橋に至る過渡期の鉄橋
　　として近代橋梁更上貴重なもの。
　　　　　　　　引張材（錬鉄製）

舞総叢矧，
垂磁毒議

　　　　　護．　一顎
　　　　　　・鳴
　［　　　、一　　　　層

l　

「
一

図
O　r
l

藁－

1　　　　　位 置 「図 現　在　の　用　途 1

無
『

用　，　　■

戸》1 1 1

整　備　パ　タ ン

保全型

周　　辺　　状　　況

富岡八幡宮の東隣りの公園をまたぐ形で
架けられている。
もともとこの公園は油堀川東支川であった
が埋められて公園となった。

参　　考　　又　　献

橋梁と基礎　1987年8月

1　　目“悶王巳t一　　團胃

縢』二1



ぺ　一　ジi　　54

嘩瑠番号1 文化財的橋梁調査票

橋梁全景写真

1②

l

論者i駒響壁

I　l

卜一“　

凶
一　
I

① ⑤ ⑥



~LI.,;. ~C ･fL t ~~ ~~ 
~ 
,' 

~ )tb! 

!-' 
t¥O 
t¥O 

~C~ - ,;~ 

fL~it'j+i~, /Jilj L ¥ '- , . 1 ~~C;~:fr( /1'f[~ 



整　理　番　号 1 文化財的橋梁調査票
名1打

ぺ ジ

1

一
爬GO

調査者　釜井英行
橋 越 橋

所　在　剣 横浜市中区山手町

河　　川　　名　　（横浜駅根岸道路）

橋梁形式、上路ア チ

橋長（轍搬）138。1m （21．3m）

竣工年昭和3年管　理　者1 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

小さい支間のアーチ橋ながら、側面形状には

意匠的なくふうが施されている。

神奈川の橋100選の中の1っo
①アーチ……桁高変化

②床　桁……ワーレントラス形式でガセット

　　　　　に曲繰を使用し、なめらかさを
　　　　　演出している。
④側縦桁……横桁（プラケット）との交点に

　　　　　曲線を使用
⑤橋　 台一・…石張り

周　　辺　　状　　況

横浜市山手の閑静な住宅街だが、山手商店街
も近い。

橋下は、伊勢佐木町から根岸森林公園方面へ

の道路（横浜駅根岸道路）が通っている。

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

整備の考え方

保存型

橋 梁 全 景 ①

位 置 図 現　在　の　用　途

道路橋

参　　考　　文　　献

「日本の橋」二日本橋梁建設協会　編

朝倉書店　（昭和59年）



整　理　番
文化財的橋梁調査票

ペ　　　ジ　　　　　ニー

一N命
1

調査者　1釜井英行

橋梁全景写真

，蹄l

＼

至根岸

『）　一

ど＼　　　㌧　、　

じ・

横浜駅根岸道路

②

廉寵，礁熱、．

③



整　理　番　号 3 文化財的橋梁調査票
ペ　　　ン

一
凶o

謁査者・釜井英行

アー一｝　　 、レ

アーチクラウン部

諏

石張りの親柱

’1■層■”』レ
齪ロ■■鴫ζ

1剛1．1帆 ．i．一31§jl，』

ワ…レンkラスの補閏躰行（床桁）と側縦桁

一r一勇．藷……≡…誕

鋳鉄製の高欄と落下防1ヒネット

瓢蹴

石張りの橋台

橋台に埋め込まれた神奈川の橋100選の銘板



一No

整理番号
文化財的橋梁調査票

橋 名

所　在　地
河　川　名

橋梁形式
橋長（最大支間長）

竣　工　年
管　理　者

1

鶴川橋

ぺ一ジ
調査者

59

山梨県上野原市　　（国道20号線）

鶴川
3径間連続飯桁
70．9m　（27．Om）

昭和12年
（連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

現場継手も含め、全ての連結に溶接

が用いられた橋梁の極めて初期のもの。

周　　辺　　伏　　況

山陰

上野原町は元宿場町

改良の履歴
年月

不　 明
改良の内容
床版張り替え

整備パ　タ ン

「保全型」と思われる。

石井
橋 梁 全 景 ①

位 置 図

』■5躯

現在の用途
道路橋（国道20号線）

参　 考　 文　 献

「目本の橋」　（社）橋建協編朝倉書店
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一
凶co
l

文化財的橋梁調査票 ベ　　　ジ 61

1整 理　番　号 3
ディテール

判

桁側面・橋裏＝主桁の現場溶接は、スプライスP　Lを

⑨

橋圏1原形には、橋瓢に落とす排水管はない。

③

橋面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　一殉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畦　畢、　i

：高蘭は、ガードレールタイプ、歩道はない。　　　1

当てる隅肉溶接が採馬されている⊃

⑤

、，

、吋．、

桁端・橋台部 何らかの作業中

◎



1 文化財 的橋梁調査票
ペー　ジ 62

整　理 番　号 一 調査者 仲村　誠

橋 名 十　　綱 橋 橋　　　梁　　　全 景　　　①

所 在 地 福島県福島市飯坂温泉 i
’『

叢一9；一マ
河 川 名 摺　　上 川

卜
i 『『W『一叩匂r一・一r－r＿嚇＿

槻r“　』
¶匂r

寺1
一
解

橋 梁　形 式 上路式 2ヒンジァーチ橋 1 ～ ”　ず熱 監忽「
1

橋長（最大支間長） 54， Om 1 湘1111r　・
わ

竣 工 年 大正4年 1
！

管 理 者 福島県福島建投事務所　　　　（連絡先
）1

勲師‘」三≦蔓法孟茎藝ゴ；螺1董；喜襲雪！三萄

巨、
文化財橋梁とする理由 改　良　　の 履　　歴

．4

勲

桁橋である。

1

一凶o

周　　辺　　状　　況

・飯坂温泉街の中心部に位置する。

齎

1 位 置 図 現　　在　　の　　用　　途

1 1

　　　　　　T・
　　　　　』、紬、　　峨

ロさロアやヒ　　　　　　　　　ロの

な
．

’㌧典㌔■馳．’
・一マ蛍 　i　　　　　g
　5記哩尋！ヤず絵’
　 一　　マ◎　　　・［．琶
　・』L　・聾歌、
　　　　　　　あユ9；i■零　　　．』閣，重o　」Lバ1・

二袖旨一郵騨、藪
F’．　3　　　　　＼
　　ド
瞳 ガ蟻
属轟一σ・塾h■』』
櫛優㌦璽“雪鰻評，頚

。道　路　橋

整　備　の　考　え　方

・保全型

，、一　トザー重沢又　　卜‘曜．．1 響

　歎＿　＿　瀬璽＿一 占 一

・5

畦一　－■瞳富ユ　 嘉二干轡

1
参　　考　　文　　献 E

・福島県土木史
1

（平成2年3月福島県建設技術協会）
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一QO
一

整　理番　．，　　一3
文化財的橋梁調査票 ぺ一ジ　　 ・三4

調査者　 仲村識

デ■テール

橋詰広場 高欄（既製の高欄）



文化 財的 橋梁 調 査 田
ぺ一　ジ　　　　65

整 理　番　号 一　1
一
ホ 闇査者　仲村誠

橋 名 松　　齢　　橋 橋 梁 全 景 ①

所 在　　地 福島県福島市渡利

1’

匙

一　『　 　　■　－

曳

河 川　　　名 阿　武　隈　川 灘顯
橋 梁　形　式 下路式　ランガー桁橋 貴‘

橋長 　　　　　1（最大支間長）1 175．8m
竣 工 倒大正14年 警

章　P

管 理　　者 福島県福島建投事務所 （連絡先　　　　　　　　） ．一竜 F
【

文化財橋梁とする理由 改　良　　の　履　　歴 7
ゑ

1．

ある。

松齢橋は、大正末期に架けられた 年　月 改良の内容 臨鞘iillii三iト

比較的古い下路式ランガー桁橋で 更姐3三 ・橋梁照明柱が、地震の影響

により破損したため修繕。 鞭
！玉1㍑器ll：：盟1諜二二

　1叩1”塗皿’－一謹
　　　　串

，’曼r

昭司59豊 ・橋梁全体の補修が行われ、

損傷した部分を補強した。

一QO
N
I

位 置 図 現　在　の　用　途

整　備　の　考　え　方

・保全型

周　　辺　　状　　況

賂諭・『》、
1鱗葦響

　　　　　　　　　　　軸1
r

・ヤ“㌔げ
　　　斗南町　　　．・．　　・　【閥融
l　　　r置r　　　　　　　　　　　　7

・道　路　橋

　　　参　　考　　文　　献

I（平成2年3月福島県建設技術協会）！
l　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

i　　　　　　　l
！　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　iI　　　　　　　　　　　　　I
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一QO
㎝

整理番劇 文化財的橋梁調査票 ページ　 6ヨ

調査者 田中（建技）

橋 名i本田儒

所　在 地1　大阪市東区本町1～東区内本町橋詰町

河　　　川　　　名i東横堀川

橋　梁　形　式i鋼2ヒンジアーチ橋

橋長（最大支間長）1　46．5m（15、5m）

竣　工 年1証2年

管　理　者…大阪市 （連絡先

文化財橋梁とする理由

・東構堀川に架けられた本町橋はこの船場のメイン
ストリートと大阪城を直結する重要な橋で公儀橋
十二橋のうちの一っであった。

・市電事業によって現在の橋が架け換えられたが、

機能本位の橋が多かった中で、意匠に特別の配慮
が払われた、

・下部工に太いエンクンスの石柱模様，
・橋脚上にバルコニーの設置、

周　辺　状　況
・才フィス街．

・矯梁上に阪神公団（現在、ルーバーの設置工事
中）か

。桁ドに・卜公園

改良の履歴
年月1　改良の内容
S5τ7　レ高欄の新装（鋳鉄製）

　　・歩道に擬石平板。
　　 ・歩車道境界に万成石張りの壁．

　　・歩道用の照明灯。
　　・橋台，橋脚，親柱，袖高欄の洗浄、

整備パターン
保全型

橋　　梁　　全　　景　　①

を

位

P
，

皇

置 図

壷

1

計一

　　ヂ華

蜥墨
藍

灘i、墾

　　蟻

』邸　
　　　　　　　　　　　」㍗亀一　　　　　　　　歴書　二　，
談・・1 輿欝『’、睡、認』捲デ

鴇1＝三1…『戯蹴心 零　　　　 谷一許1ド

難欝㌶謝糞．歎㍉』

ハ｝’・己．一餌π・・　、9P心㌧鼠、 属毘：；喜一垂＝、＿二賜

現在の用途
道路橋（本町通）

参　考　文　献
P大阪の橋＝松村博著，松籟社，・昭和62年、



整　理　番 一　2
文化財的橋梁調査票

ら9

一qo
o
I

調査者i田中（建技）

橋梁全寮写真

凡例

逼

② ⑧

一一一

1』

河旧

乏

、いー｝・

　ト，
瓢1
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整理番矧
文化財的橋梁調査票

ぺ シ 一7一

一●0

00

調査者　田中（建技）

橋 名i天灘

所　　在　　地1大阪市北区天満1～東区京橋1

河　　　川　　　名1　旧剣［1（大川）

橋　梁　形　式1ゲルバー式鋼叛桁

橋長（厭姻長）1151、Om（61，0m）

竣　　工　　鯛昭和lo年

管　　理　　剤大阪市 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

・天満橋，天神橋，難波橋は江戸時代以来、大阪の
町にとって最も重要で最も親しまれてきており、
浪華の三大橋と呼ばれている，

・ゲルバー式鋼飯桁としては支間が大阪最大であ
る⊃

・桁橋のデザインの到達点であると言われる．

・昭和45年に在来の天満橋の上に景観を損なわない
様立体ラーメン構造の橋が築けられ、天満重ね橋
と呼ばれている、

周　　辺　　状　　況

・オフィス街・矯詰（右岸》は京阪電牽及び地下鉄
の天満橋駅である、

・桁下を遊覧船が通る・右岸桁下に遊覧船α）発着場
がある．

・両岸は河川沿いの公園となっている

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

9 高欄，縁石，歩道に張プロック，照
明の新設。

整　備　ベ　ク ン

保全型

橋 梁 全 景 ◎

」’馴 幽』lli醐1婁、噺

謬襲馨雛森墾構ヂ』二霧F＝1 ㍉，旛；鄭 ［
、
．

灘難婁桑窒察暑毫鴛’』∫∫ 季1☆慕☆
馨萎藝嚢萎蓑i義叢墓藁重峯婁
一讐謬峯爵　tニキ暴・無ひ

位 置 図

じ西肇三・i釧天哩一起・尋丁巨、そ答一奪

集暑』捜夷嘉・天・！1』天・

蒸，醗L∵．，㍉㌧〆

　　　　　　　　膿i侭1ジ陰：，牌・
　　　　　　　’岨k・・臨　 込iFi「一1φ 華・礎　　　r，爵
　　　　　　　　　蹴二　，り）…r　i黛孝’凸

　　　　　　　　　て【渦 …孟謂㌔
窮』1竺「1，

1♂、』三：匙」，『㌦煽勝濃ご1コ戸一婆・

現　在　の　用　途

遡各橋　f哺首大阪舌［1泉泉南皐泉）

参 考　　文　　献

た阪の穫　：松村博筈，柘籍社．　〆昭和62年、
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整　理　番　号1 文化財的橋梁調査票 ぺ一ジ 　7Z
調査者　　田中（建技）

橋梁全景写真

凡例

9／

＼
、

＼
、

／

⑨

⑫

園1．

耀・　　　Σ
　㍉所；il二 1

⑦

河川

ぜ

　　　、’》’一．
　レニ／
　Z　　　　・～ロ　ー

　　二」・、2
　、、＝、＝野

　　　… 　－＝』－一　’IIII

＼1演　 で・瞬彗． 　り’一

　　　、5、

『
〆

lf　　，

　　薗置

　　一丁蒲礪

覧璽磁
　、‘　　　・γ耀
一惣『 一マ題轟、簑
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整　理　番　号，
文化財的橋梁調査票

ぺ シ 74

1

け斜
一

調査者 田中（建技）

橋 名，天神橋

所　　　在　　　地 　大阪市北区天神橋～東区京橋3

河　　　川　　　名 堂島川

橋梁形式2ヒンジ鋼アーチ及びRCアーチ橋

橋長（最大支間長）　　210．了m（62．O　m〕

竣　　工　　年 昭和9年

管　理　者大阪市 （連絡先

文化財橋梁とする理由

・天満橋，天神嬌，難波橋は江戸時代以来、大阪の
町にとって最も重要で最も親しまれてきており、
浪華の三大橋と呼ばれている、

・中之島の剣先公園の風景によくマッチし、水都大
阪の代表的な景観を形造っている．

居1　　　辺　　　　がく　　　ヒ兄

・オフィス1封

・桁下は両岸，中之島ともに公園となってお1）、市

民の憩いの場である一

・桁下を遊覧船が通る、

改　良　　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

蓄∈備ノくタン

イ

橋

．潮
llll男

梁 全

量

＃

景 ①

1。、畢顯 ．，雛　1

　鋸『i一　　　　蜘　監

一灘襲馨…藷盤譲鍵繋
1騨｝、

慧・P一［考

購雛『　　　』“ 一聾

位 置 図

鴛叱西天酸三篇．継　一蝦馴・ド㌦
　　寓1．，藍一　　　l　　l

、醗』昌二7天£ヌ・垣，天
’
、
☆

《縄・書！・．』ノ畳∵

　　　　に犠∫』砧、， 冨
，
，

一
・
黒

二　　塾』 罪！讐雁｝

晦諜漿叢，鑑1懸

議
郵瀧髪、：ザ，疑喜』倒嬉

現　在　の　用　途

道路橋し市道天神橋天王寺線、

参 考 文 献

た阪の樽　1松村博著，松籟祥、　1『昭Fq62年、
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整　理　番　号i 文化財的橋梁調査票
ぺ ジ 77

一
斜
駆
1

調査者 田中（建技）

橋 名1難波橋

所　　在 地i　北区天満1～東区北浜2

河　　川 名i堂島川

橋　梁　形　式 合成桁及びRCアーチ

橋長（最大支間長） 187．2m（21．8m）

竣　　工 年1　大正4年（昭和50年改良）

菅　　理 者 大阪市 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

・天満橋，天神橋，難波橋は江戸時代以来、大阪の
町にとって最も重要で最も親しまれてきた橋で、

浪華の三大橋と呼ばれている。
・非常に装飾的な下部工，

・市章を組み込んだ高欄。
・公園へ降る広い石造りの階段はこの橋が水上公園

の一部を飾るものとして設計された．
・親柱の代わ1）にライオン像が設置されており、こ
のため［ラでオン橋．の愛称でも呼ばれる．

周 辺　　状　　況

・才フィス衛．大阪市役所　右岸側は京阪電車及び
地下鉄の」b兵駅、、

・中之島公園の中にあり、市民（ビジネスマン〕の
聖いの場．

改　良　　の　　履　　歴

年月 改　良　の　内　容

S50

S60

・鋼2ヒンジアーチ部をアーチ形状を
できるだけ変化させない様配慮して
合成桁形式とした、

・高欄も大阪市章の入ったものに復
元あ

・ライ才ン像の清掃、
・照日、q灯の復元⊃

整　備　べ　夕　　　－

復元型堕び保全型

橋 梁 全 景 ①

一ヂ

．惑邊

位 置 図

1鋤讐1瞬鱗1糧脇

現　在　の　用　途

道路僑く府道恵美須南森町線、

参 考　　文 献

1極村博簿　松籟社　｛［昭和62年、
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1

け“
司
1

整　理　番　号… 1 文化財的橋梁調査票
名i　水晶橋（堂島川可動堰）

べ ジ 8こ

調査者 田中（建技）

橋

所　　在 地i大阪市北区西天満2～北区中之島1

河　　川 名 堂馴

橋梁形式 RCアーチ橋

橋長（最大支間長） 81．　5m（36，　51n）

竣　　工 年1昭f日4年

管　　理 者i刈姉 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

・姿形のゆえに大阪の人々より愛されている。

・本体の大アーチとその上の9っの小アーチの組合
せの妙が良い、

周 辺　　状　　況

・才フィス衛 大阪市役所
・中之島公園の中にあり、市民（ビジネスマン）の

憩いの場、

改　　良　　の　　履　　歴

年月 改　良　の　内　容

S5丁

S58
？

・高欄，壁面の清掃，，

・階段部，橋上の照明器具の補修，

・橋面に花醐擬石，花闘石の張ブロッ
　クニ

・橋上にベンチ兼用の植樹桝、

・ライトアップ
・噴ノk

整1億ノくタン
保全型

橋 梁 全 景 工

　　　　　　　　　　　　　聖　』

位

㍉巳

癩
履昼1

暫潔鴨
1謂．　．

　　　　　　　　　　馨轡・1．　　　　・一、蕪蠣…F一
　　　　　．・ 鐸義蟹寒、§嚢講彙
　　　　窯薫、葦二｝き藁糞こ＝ご二 一

・一》可薫薯蓋・二宰爵＝一ーン“張監　　　r零一記こ［　、
＿． ・＿

置 図 現　在　の　用　途

！

，

島

量

A

イ
沌
蔚
奥
－低

天搾o

　区
』阜解

蹴ぞ町一

睾

回，肱

縣
樵

難驚欝1
唇餌臨轍垂．、．、嘱∈疇㌔　眉贋 ，r

’『rて

k

参 考 文 献

五（阪の榛　：松村博著．松萄1十　F［昭看r構2葎、
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整　理　番　号i 文化財的橋梁調査票
ペ　　　ジ ε3

調査者　田中（建技）

橋 名1桜宮橋

所在地
大阪市北区天満矯1～豊島区中野町1

河川名i旧淀川（大rq）

橋　梁　形　式’3ヒンジ鋼アーチ橋

橋長（最大支悶長）　　187．8m（104．O　m）

竣工年昭和5年
管　理　者i搬省 （連絡先

文化財橋梁とする理由

　r銀橋」の愛称を持ち、大阪を代表する橋の一つ
である。

・戦前では日本最大のアーチ橋であった，

・アーチを支える橋脚部に、橋頭堅ともいうべき塔
が建てられており、橋面から河岸の公園敷く鋒り
る階段となっている、

周　　辺　　状　　況

・右岸造幣局があり、観光客か訪れる．特に吾は花
見のために通ウ）抜けが行われる。

・両岸が公園となっており、市民の憩いの場となっ
ている、

・桁下を遊覧船が通る

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

整　備　パ　タ　　　ン

橋 梁 全 景 ①

曳P

ダ　　ρ　　　　　　　．
ヲ

　　》　　　　　　、
　　　4嵐　　』
　　　　｝騨

牧1！？・P

　　　9

プ

‘

‘　　　　　、

5
、

！

筐『ピ

￥

、

　　　　　　　　L＞㌦、
’禽N一隻r

位

罫i＿罐豊轍芝滅鋤転瀬

置 図

　　　　　　　　　　　　　　　遇『

薩嚢ii鐘鍵舞緩
　篇羅離■一筑．　　嚢盛．　、一、

　　　　慧

一、1 ”　　ぞ喉三t葦⇒ト笹爺ゴ足
フ

　　　　　　　　　　翁14総灘、・’贋讐』｛三

現　在　の　用　途

道路嬌‘国道1号）

　　　参　　考　　文　　献

大阪の堆　：松村博菩．桧籟社．　昭薫【162年．、
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㎝GO
I

整　理　番　号
文化財的橋梁調査票

ペ　　　ジ

調　査　者　　田中（建技）

橋 名　十三大橋

所在地大阪市淀川区新北野1～淀川区中津7

河　　川 名　淀川

橋　梁　形　式 鋼タイドアーチ橋ぐ5連、　ゲルバー式舞薮桁

ぞ岳長（最大支問長ナ　　681．2m（6．1．O　m）

竣　　工　　年1昭和7年

管　　理　　者　大阪市 （連絡先 ）

文化財橋梁とする理由

・重厚なアーチ橋で、淀川に架かる道路橋では最も
古い現存橋である。

・アーチ部両端の橋門構に装飾、

・高欄も橋門構と同じデザイン，

周辺状況
・広々とした河川敷で、阪神電鉄鉄橋と新十三バイ

パスの橋梁に挟まれている。

・河川敷は広場となっており、市民がスポーツ等を
楽しんでいる．

・前後広ヤとしているため、遠景でも目立つ，

改　良　の　履　歴

年月 改　良　の　内　容

整備バタン

橋 梁 全 景 てL

響蒙。澤，曇．

婁i馨

位

　 惣　　　
｛
慧

一二r質確桑罐

置 図

悸今ゼ慰舞、一◎

禰、1二匙－誇1撫’判、

ノ2一錨ニ　ヤ
新　　　　　　　　　　・　　　　、
　　　　　　　　　　　、』北’

サ。

　　　　　　　　　ママ1レL1．

蘇鵡駄lll二濃．　
，護二

ぐ　・♂

y　訊　　　　　　　　中、垂」三、，

　　　　　、較ヂ津増匙」一・【

　中、季．龍1憲ぎ、織

　￥　　，ふ、碧擁r嚇巣
　　　　　、繋型』ぽ碧ミ
蝿　　趣’・・、’二F』、注ノ、1

現　在　の　明　途

道路橋≒国道176号）

参　　考　　文　　献

丁大阪の橋　：松村博著，松萎百社，　・昭和62年）
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整理番号 3 文化財的橋梁調査票 ベ　　 ジ 8ξ

調　査　者　　　田中（建技）

ディテール

　暴獣

欝襲熱

〆

搾　　F一、
　‘． 善軽←㌧・｝、

訟．

麟、驚！灘灘・．

1

一
㎝
㎝

［

高欄のデザインはアーチ部両端の橋門構に取り付けられた装飾と

同じ趣旨のもの。

柚高欄には機械の内部構造を表すような模様。大阪の工業発展を

象徴。

．竈．

アーチ部両端の橋門構に装飾。

響
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第2章　

一
㎝
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1



一
㎝
刈

整　理　番　号 1
既存橋梁の修景実態調査票

ペ　　　ジ．一 90

橋名（路線名）

所　　在　　地

橋　梁　形　式

竣　工　年　月

施 主

設計業者名

施工業者名
修景プロジェクト名

調査者 田　谷

首都高速1号上野線

台東区東上野2†目～束上野4丁目（上野駅前）

鋼3径間連続箱桁橋（2連） （遜＞河川橋・他）

平成2年3月（昭和43年12月）

首都高速道路公団 概算工事費胎億肝万円

パシフィックコンサルタンツ（株）

（株）道路エンジニアリング

上野駅前高架橋外装工事

修景が行われた理由

周辺環境と冊造物の特匙

〔周辺環境特性）

・上野製潤辺地区整描野話により、漿鞘・，ペデス・ノ7ンデッ

キ整備訴亘がある。

i〔構・勧特性｝

・鳥i辺緬街路の5提［竃を穴きく、三る」蕩；互物，

卜1ξ避臆く、軌
卜・平面鳳形がカープしている．

・首右3高力｛、オ’フィス1妊と『臣吉翫を分新

卜橋脚が太い。

1・首絡高の下を横断しているベデスK「ノ

1・下証及び僻灘の耽つく雛つ・

1
アンデッキがある．

　上記した周辺環境特性を考慮し構造物特

性を改善するため修景工事が行われた。

特 徴

設計恨題

・修景をはかる区間が、上野襲醇σ）一部分であるため、修1

景をおこなわない窒闇との■メーンの分野う｛主L二ないデ1

サノンを図る。

・ベデスさリアンデノ干のデ7〆ンとの調仁．

・持下…闇の閉るさを逗撮する。

・杉ラ下o≡迫喜。つ援写＝。

・下さ二工及び：甘帯設術O 号れ薄藁。

．上都工、下糞5エとも筏一感、一ざ亭感を強謬．　1

・俳水百のデザイン化．

　本修景工事の特徴としてはアルミ鋼板、

アルミルーバー及び色彩等を利用し上記し

た設計課題に対処している所があげられる。

橋 梁 全 景

景 内 容

項　　目 内 客

i。シルキーホワイトのアルミ鋼板ぞ使用し周辺環境にマッチーさせる。
。アルミルーパーと同系色とし全体の統一をはかる。

写真番号

高欄 ①

桁側而 遍盤駆葛1レキーホワィトを使肌素材をフッ素樹脂鋼板とし醐とのi ②，③

桁下面外装　i・フレッシュクリームで塗装し全体の調和をはかる。 ④

鋼箱桁側面
1・ローズブルーを使用し桁側面ルーバーの波型をはっきり見せペデストリア
1ンデッキとの色彩調和をはかる。 ⑤，⑥

鋼箱桁下面
及び内側面

　橋脚

・やわらかいイメージのフレッシュクリームを使用し明るさを確保すると同
　　に圧迫感を緩和する。 ⑦，⑧

膓rブルで明るいフレッシユクリームで縣し上部工との一体感を持鳩 ⑨

醐下しm部舛脇雲ご爺諜識磨躰懲携シ・クリームと調和をはかり屠 ⑨

橋脚排水管 1・繭上部と同じフレッシユクリームで塗装し棚に耐込ませる・
⑩
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　　　　　　　　　整　 理　 番　 碍1
　　　　　　　フi

3
既存橋梁の修景実態調査票 べ

査者　田　谷　　光

修景前全景

1［h詞

①

　暴総「一

一高欄はルーパーの創り出すモチーフ（波）との対比あるいは融一

．合を考慮し全体のバランス（調和感）の創出をはかっている。

②

1

－oo
I

　桁側面はペデストリアンデッキとの一体をはかり新しい上野を

一表現するためルーバーを橋軸に対し垂直に使用し遠景からの見一’

一えを波のイメージとしている。　　　　　　　　　　　　　　

・3

醍野野‘
り謬　　 一　‘

ルーバーにより排水管を隠す構造としている。

1

・桁下面外装はルーバーを横軸に並べている。鋼箱桁下面は桁下一

一面外装との一体感をはかるため同じ色で塗装している。

　I
　l
　l

一

鋼箱桁側面はルーバーの波型がより解りやすくする色で塗装し一

ている。

　1

　「
　I

　F
－

　I



既存橋梁の修景実態調査票
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1

－oo
I

艶　理　番　号1 4 者田　谷　光i
「6 q ヒ．

ペデストリアンデッキ Lの桁裏照明はペデストリアンデッキの

照明と合わせ桁護の明るさを確保している。
同左

一鋼箱桁の内側面も桁下而外装との一体感をはかるため同じ色で

＿塗装している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
橋脚梁の端部を斜めに形状変更することにより橋脚の圧迫感を

一軽減している。柱下端l　m部分は汚れ対策のため色を変更して1一橋脚排水管は形状を橋脚に合わせ矩形とし橋脚に溶け込ませて引

＿いる。 ＿いる。



整　理　番　写1 1
既存橋梁の修景実態調査票 ペ　　　ン

1

－o
－
1

94

調　査者　　釜井（三井）

酩（路線名月首翻速1号羽田線浜松町高架橋 橋 梁 全 景

所　　　在　　　地i東京都港区海岸1丁目

橋　梁　形　式i単純合成桁 唾蜜河川橋他）

竣　工　年　月1昭和62年3月 （昭和37年12）
、

施 主1首都高速道路公団 薇算工事費

設計業者名l
　　　　　　I
施　工　業　者　名1川田建設（株）

修景プロジェクト名i浜松町附近　外装工事

修景が行われた理由

・J　R、東京モノレール、海上バス、伊豆・

小笠原航路など、交通機関の起点でもある

浜松町駅周辺は、観光、ビジネスの要所で
ある。

本高架橋のある浜松町駅東口は、交通量、

人出共にかなりのものとなる。

海岸通り上を走る本高架橋も、建設後20年

以上が経過し・全体的にかなり汚れた印象

があったため一観光・ビジネスの要所”に

ふさわしい都会的で清潔なイメージに修景
する必要があった。

椿 徴

・桁側面を防音壁を兼ねた外装板で覆って、

排水管の煩雑さを隠している。

・横目地の入った化粧板にプルーのラインを

入れる事により桁側面をスレンダーに見せ
ている。

・桁裏は、主桁間にエキスパンドメタルを配

置し床版下面の煩雑さを隠している。

柵　　　。

』「r気

耳多 景　　　　　　　内 六谷

項 目 1
「

内 ｛
谷 写真番号

外装板 1 ラミネート鋼板、グレーのド地にブルーのライン ①②
桁 一

裏 i化粧版（エキスパンドメタル） 1 ③

i
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既存橋梁の修景実態調査票
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整　理　番　号 一　L
既イ子↑同呆の診兄夫、悲調宜．爪

塑
謝
明 査　者 亀尾順一郎

橋名（路線名） 天現寺ランブ（首都高速2号目黒線） 橋 一丹

爪
全
一

見
県

所　在　珂 東京都港区南麻布4丁目

邑

・～

，

嬌　梁　形　式 連続鍼桁 （高架橋・一） 巨　へ　　．　｝
　●　r　＿　　げ
　、　’　　　『』l

　　　l　一
竣　工　年　月i 平成　年　月竣工 （昭和42年9月供用） 　　ご畳　　、同＿、■f♪1

施　　　　　　主 首都高速道路公団 機算二事費
「’』一・　｝r

　　l・

設計　業　者　名
　　1趨訊！

施工業者　名

修景プロジニクト名1

、、

1、

し

修景が行われた理由 特　　　　　　　激 臥・ ／
①防音壁を外装板で覆って、連続性を強調する

　ため側面にブルーのラインを入れた。

　　　一　＝1

　　　鼻・ζ．㌔

　　　4』
　　　、o』’鞭

　層

糧轟』

畦
弓
‘
1

唾’A［二

　　項　　≡

修 景 η

卜一

1丙 写真番号

外装板 ラミ素一ト鋼板　（ライトブルー）
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整　埋　番　号
既存橋梁の修景実態調査票

べ　一　　　　　　　r　r
　　　　　ゴゴ
調査　　亀尾順一郎

修景前全景 lD

・　『」

　酬

壁高欄までの外藏．

⑦

天現寺ランプ近傍にある透明ア璽互暖璽』



一
〇
司

既存橋梁の修景実態調査票 べ

整 理　　番　号”　　　一　1
坑仔↑同果（ノリ／珍牙乳芙：，態調宜汀く

罰田
謝o！ 査　者 亀尾順一郎1

橋名　（路線名）　i　一の橋交差点（首都高速2号目黒線）
橋 梁　　　　　　全 見

凧

I
I

所 在　　　地i東京都港区東麻布3丁目 E
橋 梁　形　式健続桁 1（高架橋・一） P

，」9＼　　1
竣 工　年　月倖成年月竣工 （昭和42年9月供用） ．触亀

　　　一　丁
T　　、　　

、　　　　　　　1
　　　　　　！

施 到首都高速道路公匿 彊算工事費
　　∫駈
　
　
ξ

躍望　1
設計　業　者　名、

磁
蛎 、 　　　　　1ll　　　　！

施工 業者名i
　’、曳　　＼

、

ヤ

　、」

、、　ht“

　　　　　4
贋

修景ブロシニクト名
　h　　　～　　　 x
　　　　魅炉・　　　　㌣

修景が行われた理由 特　　　　　　　敏
深』噸一　竃．、
　　　　　．舅一 ヒ

　市街地の交通量の多い交差点にあり、人の目に

触れることが多い場所である。

　公薗の直上である。

①防音壁を外装板で覆って、連続性を強調する

　ため側面にブルーのラインを入れた。

②橋脚が公園の中に立ち、人の目に触れること

　が多いため、コンクリートに厚膜型樹脂系塗

　装を旋した，

　　　　　　！

　　　　　医　　　　を

彰
1

「　　、

　　』　　　一一　　『

　郵玉丁』

　　　　　　」

■
．
　
　
　
　 ▼　　　　一
｝　　　

　　　　　　　
　’

　　　　　　　煮

　　　誕
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1竺

既存橋梁の修景実態調査票
亀尾順 一郎

．r気　量　≡庶　ム量

1

－oo
l

壁高欄までの外装板（排水管がみえる） コンクリート指喬脚iこ1享且莫押1樟｛月旨系の塗｝芝

公園としての風景 歩行者からみた風景



既存橋梁の修景実態調査票
ぺ 103

整　理　番　号i 1 調査者　亀尾順一郎

橋名（路線名〉 六本木6r目交差点（首都高速3号渋谷線）　［テレビ朝日前］ 膚 梁 △ 景

所　　在　　地1 東京都港区六本木6丁目

橋　梁　形　式1
’
3
径
間
連
続 箱桁 （高架橋・一）

竣　　工　　年　　月1　平成2年4月竣工 （昭和46年ユ2月供用）

施 主1　首都高速道路公団 概算工事費　　 1億3千二万F三

設　計　業　蓄　名1　パシフィックコンサルタンツ殊

確　工　業　者　名i　㈱太陽道路

修景プロジニクト名i

修景が行われた理由

一
→o

　全般的に汚れがめだち、信号機，標識柱，排水

管などが煩雑な外観となっていた。

　橋脚構造は横梁があり、形状が不揃いである．

主構造自体は連続簿桁でスレンダーな構造物であ

るご

二塑董亘亘S・且／且50

1㎜

瑚僅、面猫　樹　胤囑一　　　
ir　　上州　　　下りロ　茸
窪一　　　　　　1　3

一籔1一一事一
　　　　　l　　　　　I　　　　　　　　　　　　　卜

特 徴

①防音壁の外装板に進じた側面化粧板で、高樫

　から桁側面までを覆うことにより、排水管の

　煩雑さを解消した。圧迫感を軽減するため、

　化粧板は桁高までとはせず、撲水管を覆うだ

　けとした，橋置上では横梁翻面も化粧板で覆

　った、

⑫構造の連続性を強詫し、スレンダーに見せる

　ため、化粧板にはグリーン（ペイベリィ）の

　ラ／ンを入れた

③化柱板（ルーバー〉を箱桁間に設ける事で、

　桁下面を一乎面化し、電ラン管，横桁等を隠

　した。

腰膨部駈面図S－1／耳50

’5鋤

駈皿、。　－期　蜘　珈　‘の．、μ燃厭

　　竃1　　　　　　　　　　　　　　　書1
　　制　　　　　　　　　　　　　一
　　温 　　　　　　　　　　　　　　　黛

　　喚　　　　　　　　　　　　　　　　　　劃医

1

rl馨

一〃

旦
爪 『 ｛

谷

項 日
一 内 窪

一 写 百
バ

子
竪
f 号

外装工肇 （防音壁）

外装板 ラミネート鍋板 （ダウングレイ）

ルーバー アルミ
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既存橋梁の修景実態調査票 iぺ 『 ジ 106

整 理　爵　号　　　　一　i 1…三
　ツ‘』

否
μ 者 亀尾順一郎

橋名 （路線名）　　六本木交差点（首都高速3号渋谷線） F岳 ・刀L

沢
全 風

凧

｝
肋 在　　　地1東京都港区六本木交差点

　　　　1

．1‘r　い
へ○乙鞭

橋 ・刀　　蜘3径間連続箱桁塞　形 ［高架鷹・一〉
竣 工　年　月1平成元年3月竣工 （昭和46年12月供用）

施 主 首都高速道路公堅 凝算工事費　1億2千万円

ラ凡

収 計　業　者　名　八千代エンジニアリング蒜
、 ●

、

施 工業者　名蘇太陽道蕗工事 』濤、｛＿

修景プロジニクト名 へ㌧契集’ 』一，

　i－

修景か行われた理由 特　　　　　　　徴

臥
　
　
　

一 禧ロ眠

　全般的に汚れがめだち、信号機，標識柱，排水

管などが煩雑な外観となっていた、主構造自体は

ユ防音壁の外装板に進じた側面化粧板で．高欄

　から桁側面までを覆うことにより．誹水管の

曜，薦昭

連続箱桁でスレンダーな構造物である、 　煩雑さを解消した、

葦構造の連続性を強誕し、スンンダーに見せる

　ため、化糖板にはグリーン1ベノベリノ）の，

　ラノンを入れた

懇化魅板（ルーバー）を箱桁間に護ける事で、　，

　桁ズ面を一逗面化し、電ラン管，横桁等を隠

　した、

艦麗面1二地名板を設置しランドマークとしての

　存在感を昌した、また　HIGE　TOしC翼　丁0」N

　ROPPO覧＝と欧文で入れることにより、国際

　的な街のノメージを高めた、

r1気

多
互＿

爪
味1 ホ

廿

；責

ハ
≡
』 5 ホ

ゴ 写真番号

外装工嘱 （防音壁）

外装振 ラミネート銅板 （ライトグリーン）

、

ルー八一 アル気
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既存橋梁の修景実態調査票
べ ジ 1（）9

1

一
刈o
I

整　理　番　号 語査者亀尾順一郎
橋名　、路線名覧 渋谷駅前高架橋（首都高速3号渋谷線） 橋 梁 ム 景

所　　在 地i　東京都渋谷区渋谷駅前

嬌 η
畏 形

ガ
’
、

0
デ
ィ ビ処クpc連続箱桁 ｛蕩契橋・一』

已　 諺 〆　4　ひq仁 （　　　一　　一

竣　工　年　月 平成2年9月竣工 （昭ネ【：39年二〇月）

1

施 主1　首都高速道路公霞 厩算工事費　　　 3億F「三

設　計　業　者　名・　パシフックコンサルタンツ

施工業者　名 トピー栄進建設洗，横清工事麻

身多景ブロジニクト呂

修景が行われ，』理由

　桁裏などニンクリートがむき出しで、汚れがめ

だち、撲水管や電気配管などの付帯設備が煩雑な

i外靴なってい起

　祈ズを歩道橋が横蕩しており、歩行老’への三迄

感があった，

特

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

銚髄壁高駐ミラーステンレスの外装榔i

荏う事により桁の厚さを鰍ノ・ノテ刷

　吉としてのノメージを創出した，

鏑鴛防音壁を言鑑壁離、＼ダ）琢惜二は1

　カパーを設麗した　　　　　　　　　　　　　1

、主托こ光沢のある塗芸を竺〕、歩道矯利環著1

　への三這感を緻比た．

星羅には自然石風の；塒！鴛塗装をし、耽

　をつけることこより、石積みの外藍とした．

5夜間、権下面を照開する事1二より癒ズの暗い

　雰蜜気を無くし．、甲一手形状を佳〒の夜景に溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け込ませている．

景 『

項 頁番号

外装板（南面、 ラミネーK鐙額　1ベージニ、

　　　P／78

　　　’ツ’恥

　　身二仁ユ

　　　ー
　乙コ⇒　 ・．＿

〆’咽一　6尋

1外装板（北藍）
ト

ミラーステンレス　　1ブルーのラノン）

一
賦遍｝
一血＿魁・、

　ヌ　　　ー」 2酬＿．ユ幽

〕　　一．

　　 一一調

一　　　　　　㍉

　　　　ヨ
ー　　　こ
ヤ「一自

　＿＿よL＿一

　乾奮FL輩、重諏置二、ラミτ一一摺旋■

糞器醤驚ぎ喜で鼠’
を箆塾マ11二
⊃　＝ン＾一、．鰺■う二．

，ノ黙，抑喫11；＿

∂澗震重π壁帯二、フFF㌧簿ヤ彰『
3　翁珊ニン7　ヘオろ二
』i）る褐諏’頻二（Aフ’一・

身志て坊二雷二
玉しPノ頑7冬二

！1局欄疎弓璽網脹愛長二

墨 抑裏曹寂二　新震二
4
．
　 フう・・つ樹i．玉、二、弔　　角¶非’

厚膜型fリウレタン系塗装

骸照鵯
一一一

一
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一
刈o
l

整　理　番　号 1 既存橋梁の修景実態調査票
べ 1刈三

謁査者 田中（建技．

橋名　（路線名）　首都高速4号線日本橋付近

所　　在 地東京都中央区日本橋1丁目

橋梁形式連続鋼箱桁高 で高架橋・、河r晦護・他）

竣　工　　年　月　平成3年5月

施 主　首都高速道路公団 贋算工事費 661，α工）干円

設計業者名

施工業者名
修景プロジェンi・呂

鱈茎　景　力・　『テ　オ）　才L　た　理　［む

1　桁ドの圧迫感の緩和・明るさの確保・
　桁裏の，背れの解消

3　鋼橋脚の円柱を生かしたデザイン
　・川への映‘）込みなとの演出を考える事によ｝）

　ノ＼の視線を舷面に向ける
1　F喬占占」 ）景藍見整｛菅に整台させ’たデサfンを考慮

　する
　高速道路上こ）只ライハーから日本橋の位置が
　三ぎ識てきるように’ずる、

特 徴

日本橋周辺は道路の起点があ｝）、オ’フィス衝であ

　ー三越　等の老舗が並ぶ商業地区であるため、
・・休日ともに歩行者、自動車の交通量が名い・

デザィンコンセプトとして
1　基本的には、周辺、潰境を含めて『ロ1・橋 と

　一一体感のあるデサインとする

歪　歴史、伝続の 日本橋．地域にふさわしい高
　級「感をイメージさせるデサインとする、
窪　　』ll本橋 上の重量感を軽減する二

墨　11：戸情緒のある韻しみやすさ、暖かさをデザ

　インに生かす
5　水の演出を含め、自然と翼和するテサインと

　する
童　首都高利用者に 日本橋．カ・註信酸できる、

デサイン対象の特戯としては
1壁高欄！　　 伝統的イメージを創出するため、

　　　　　　自然石風の吹き付け塗蓑とし、日
　　　　　　本橋の素材「花商岩’とテサイン
　　　　　　上の統一性をはかる，
豆桁側面　　　R形状とし、桁をスレンターに見

　　　　　　せ、優美性を表現する、太陽の動
　　　　　　きによる影の景観的演出か期待で
　　　　　　きる，
3、桁　裏・　川への映り込みを廣出するため、

ぐ箱桁問1　　水の波紋をモチーフにしたデザイ

　　　　　　ンを採用し、自然との調稲をはか
　　　　　　り、間接照明によ｝）桁裏の明るさ

　　　　　　を確保する、

ユ桁裏
〆フろげ下面、

5橋脚
（照明）

昼橋脚
，縦目地）

f道路元標

周辺の伝統的ビルの柱をイメージした縦目地は、橋脚をスレンダーに見せ、
見せる、

首都高利用者に日本橋の位置を認職してもらうため、レプリカ（実物のT50。）を旧道
路元標の設置場所を示した板の真上に設置．支柱の形状はシンプルに、色は本物に近い
色の青銅色とする、

桁側面と一一体感をはかるため、フ

ッ素樹脂鋼叛でカバーリング．

橋脚上部の直接光により、夜の景
観的演出をはかり、橋脚をスレン
ダーに見せる，

　　　　　　　　かつ豪華に

橋 梁 全 景

景 内 谷

項　　目 内 容 写真雷号

補　桁　弱 すかし版，内倒に照明

桁化粧叛 ウ侍行複板に化粧版〔R丹刻犬　　フランジ下［面にフ．

道路元標 レブリカ〔実物の75％ 運

凹　　　明 日本橋の歴史的構造物に対してスポ｝ト照明 注

橋　　　晦 ライニング，天端部にスチンレスの沓かくし

橋詰広場 豆・マ

壁　高　欄 自然石風吹き付け塗装 り
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既存橋梁の修景実態調査票
115

田中r建技）

⑤ ⑦



一co
GO
1

既存橋梁の修景実態調査票 ノ　　　116

整　理　番　号 1
調査者 亀尾順一郎

橋名（路線名） 初台高架橋（首都高速4号新宿線） 橋 ム 景

所 在 地1　東京都新宿区西新宿3丁目

橋　　梁　　形　　式　　連続鋲桁
（葛架橋・一㌧

竣　　工　　年　　月1平成　年 月竣工 （昭和48年10月供用）

施 主
、 首都高速道路公団 毘算工事費

設計業者名

施工業者名
修景プロジニクト名

．／勇

修景が行われた理由

　国道20号（甲州街道〉と環状6号（山手通り

）の交差する場所で、交通量が多く人の目に触れ

る機会が多い。

艶 徴

①防音壁を外装板で覆って、連続性を強調する

　ため側面に焦茶色のラインを入れた、

箸排水管に暫する寵慮はされていない。

1茎
景

，E…　　　　＝； 内 τr　盲　　　晃

幽謹
1

外装板 ラミネート鍔板　（焦茶色）
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既存橋梁の修景実態調査票
ぺ 119

整　理　番　号 調査者亀尾順一郎
橋名皇路線名） 板橋本町高架橋（菖都高速5号池袋線）

所　　在　　地1　東京都板橋区国道工7号

橋梁形式連続桁 1高架矯・一
竣　工　年　月1平成年月竣工 （昭和5ユ年4月｛共用）

施 主1　’首都高速道路公属 概算工事費

設計業者名
施　工　業　者　名，　ショーボンド建設蘇

修景プロジニクト名

修景が行われた理由

　首都高速が2層構造になっており下の国道とも

合わせて交通量が多い。吸音材をとりつけるに当

たり．維持管理上から構造への制約があり、景齪

への配，慮がなされた、

②桁高が低く、桁間での点検補修用空間を確保

　するために、吸音板は下フランジから90㎝

　程度下げる必要があった。この隙間が傭面か

　ら見えないよう、化粒板で覆った．

窟桁下面を全面的に覆う事より、桁聞の排水管一

　，検査路，添架物を隠した。

δ防音壁を外装板で覆って、連続惟を強調するi

　ため、側面にモスグリーンのラインを入れた

藩 梁 △ 景

畠

景

項 写真番号
i外装板
1

ラミネート鍔板　（モスグリーン） ．一
1裏面吸音板
1
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整　理　番　号 1 既存橋梁の修景実態調査票
べ

1

－oo
o
『

査者 田中窪技・

橋名　〔路線名　　首都高速6号向島線吾妻霞付近

所　　在 地　東京蔀墨田区吾妻橋一丁目

橋梁形式連続漏圭更桁垂 ザ高架廓・河引橋g　I也

竣工年q平成2年10月
施 主　首都高速道路公団 橿算工事費 　　　　　↓棒，

曽己，C℃o

設計業者名

施工業者名
修景プロジェクト名

鰺景が行われた理田
玉　アサヒビール工場鋳地の再開発により整備さ

叢翻鵜譲鵠高築下のテラス護，1，と

1鞠濃麟端解消一

特 蝦

　アサヒビール工場跡地の再開発、吾妻露‘）修景、

護岸の公園化等、近年急ヒ、’チて漿発が施二されて

おり、注目されている区域である、
　デ冒ザインニコンセブトとして、

　1、公共空曼男にふさわしく、落ち着いた、自．マ1景

　髪に麺和した周辺を引き立てる配琶を才る，
　瑳　1［r抜ひ再開琵計画等の罵辺薫境に調和したデ

　サイン
　3　魂覚的な解放空ξ男を二＝鍵」手する』ヂ’ずイン．

群ン聯特究上鼠蓑紅之：二よ1）、罷の

　　　　　　　景観を引き』土たごる また、ツ

　　　　　　　クセン1・カラーとして、気暖板
　　　　　　　のクレーより轡渡の低い’ノレ
　　　　　　　ーのラインを欠れる琴碧こよ1）桁
　　　　　　　全体を落ち着い∫こ雰1羽気とする
　嚢　桁　裏　　　鑓1書行間にシしバーカラーのマ

　　　　　　　ルミノレーハーを嚇ヨ方向に轟ヨ置

　　　　　　　し、シンブ『レて丁っきりしたデ
　　　　　　　サインとする，
　豆　彊　粥　　　周囲のゆったりとした水辺の環
　　　　　　　土寛に言妻fロづ昌るようiこ自．黙石腫に　

　　　　　　　睾室1欝燕薯、藻騒

　　　　　　　直方向にスリ，・トラインをへれ．

　　　　　　　る二

橋 梁 全 景

「なヨ』－撃葛』、㌧∠い一みLX［」」＝一

騨一』『」　　了1

　　　　　　　　燦

弩 r勺
谷

項　　目 内 春 写真番号

シルバーカラーのアルミルーハーを噂麺方 向に壽こ置 鎚

遮　音　壁 透明，壁高欄部にも化性版、 亘

排　水　管 躍製，塗装，集中部，取付金具に工夫か見られる 荘1

橋　　　襲1

桁　倒　面

石商岩←莫檬の吹き付け・塗葦く，桁下公園化，鉛直方匂にス1 、｛）

グレーの外装阪
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1

－oN
I

既存橋梁の修景実態調査票
ぺ ジ 125

整　理　　番 号 〕　　1
『
1

桑署
きコ望 査 　　　　　　　　レ

者　亀尾順一郎［

嘱呂・．路線名・
辰巳高架橋（首都高速9号深川線）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
η
埋

壱
一

見
県 l

I
所　　　在 地 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・弦都江吏区翼晃1丁一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

摯

■

1
橋　梁　形 融

試 3径聞連続箱桁　　　　　　　　　　　　　　1高契橋・享≠坦勉一
l　　　　I

　　　　I
竣　工　　年 月 ｛「‘レ覧　　｛1三　月竣 L　　　　　　（ロ‘1和155向三211タ髪用） ｝

1

施 首部高速道路公団　　　　　　　曙算工事費 1
1

設　計　業　者 名 F
I施　工　業　看 ヱ　’

一一 i
l修景プロジニク＞名 1
［

　旦‘一1彦　斥 が行 われた理宙　　　　　　　　　　讐　　　　　　　・蚊
へ　　　　　　　　l

　　　　　　　　lヒ 1

①新設時からY形橋脚や外装阪を採用するなど1

　景観Lの配慮がなされていた。　　　　　　1

9塗色の変化する境界を桁の境界とは用致させi

　ず、3径閲にわたり徐々に変化させている、i

、ll桁ドで横断している歩道僑を高架僑と同一の

　塗装色とし、構造物同トの調和を持たせてい

　る、また歩道橋の地覆コンクリートにも桁と

　同色の塗装をして．側面4）外鯉をスマートに

　みせている．

へ
7へ

い

景

誓　曹 畢　ヨ・
7　六　宙　号

塗装工事（グラデーシヲン）　防音壁

酬
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1

－o㎝
1

整　理　番　号 1
既存橋梁の修景実態調査票

智　　釜井（て、井）

橋名（路叡名） 首都高速神奈川1号横羽線 景

所　　　在 鮎　横浜市神奈川区金港町～西区高島 （横浜駅東口）

橋　梁　形　　式’連続鍍桁、連続箱桁　他 〔高架橋．・河川橋・池ノ

竣　工　年　月・理ヨ和61年，3月　（昭和152年7月）

施 主1　首都高速道路公団 機算工事費

設　計　業　者　名i

イ

施工業者　名1　（株）道路サービス

修景プロジェクト名1横浜駅東口附近防音壁新設工事

修景が行われた理曲

・JR、地ド鉄、バス、海上バスなど、網の

Hのように広がる交通機関の起点でもある
横浜駅は神奈川県の玄関目となっている。

国道1号線が通る横浜駅東口は、西IIほど
の人出はないものの、交通鯖ではかなりの

　ものとなる。

横浜駅東日の真っ止面に位置する本橋も、

排気ガス等により全体的に薄汚れた印象が

出はじめたため昌横浜の顔”にふさわしい

近代的で清潔なイメージに修景する必要が

あった。

特 徴

・壁高欄部を、桁と1司色にコンクリート塗装

することにより、コンクリートの無機質な

イメージを解消している。

・壁高欄部には、ライトグリーンのラインを

入れる事により連続性を表現している。

・防音壁は、横方向のラインを強調し、高さ

を低く見せ掛けている。

』
亀　　　■　　　［　　　　　　　　口＿

　　　噂　！
　　　

　　　　　　　

、　
乙陶　　　刈

項 ト■

口

壁高欄 コンクリーコノケリート塗装、ライトグリーンのライン塗装

ラミネート鋼板

算真番暑

②③④

③

H

一4
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既存橋梁の修景実態調査票 ペ　　 ジ 15G

1

－o刈
1

乾　理　番　讐 薗。査　者　　釜井（花井）

修景前全景　（未修景の隣接工区） ②

鵡二」，
　、吃－

’4憂一

饗壽難事鍔
詩i髄舌マ業 　 　三

、　 　　　》　一　　　　 　　　　

　　ゴ

ド

　虹．

署 帥　一｝一　コ
　剛
π

F
　、　一
！ 憩

・横浜駅東目σ）歩道橋からの近景 ・描浜駅東ロの歩道橋から横浜そごうを見て

・篭

⑤

、

・ラミネート鋼板の防音壁 ・コンクリート塗装を施した壁高欄 ・未修景のL区の壁高欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃⑫く　　｝グJII

l
l

i
！

1



一
〇QO
I

既存橋梁の修景実態調査票 ン

整　理　番　号1 1 メ，査者　　釜井（こ井）

橋名（路線名）　首都高速神奈川2号三ツ沢線

所　　在 地 横浜市神奈川区鶴屋町　　（横浜駅西日）

橋　梁　形　式　鋼3径問ゲルバー叛桁　他 （葛架橋副蕾川橋・他）

竣　工　年　月 平成3年2月　（昭和46圷12月）

施 主…　首都高速道路公団 概算工事費 8億円

設計業者　鈎（株）オリエンクルコンサルタンツ

施工業者　名iショーボンド建設、トピー栄進建設、道路エンジニアリング

修景プロジェクト名、金港インターチェンジ付近高架橋外装工事　（その1、2、3）

修景が行われた理由

・J　Rと各私鉄も乗り入れている横浜駅は、

ターミナル駅としての機能を有している。

乗降客の数もかなりあり、オフィスビルや

デパートが建ちならぶ横浜駅西口は、積浜
の顔と言える。

本橋周辺も近代的なビルの建設が進み、商

店街とオフィス街を分断し、市厚で茜汚れ
た印象の強かった首都高速も、∫、1オ辺環境に

マッチした明るく近代的なイメージに修景
する必要があった。

持 徴

・桁ド面のアルミルーバーは、橋軸方向縦に　

配置され、桁裏面の煩雑感を解消している。i
・壁高欄を外装板（ラミネート鋼板）で覆い、i

　コンクリートの無機質なイメージを解消しi

ている。

・外装板・防音壁共に、ライトグリーンの
　ラインを人れ連続性を表現している。

・橋脚は、擬石塗装を施し質感のグレード
アップを図っている。

∠L 景

　　　　　　　　　　　　　圏駈鯉壷壷．．

項 写真番暑

桁ド面 アルミルーバー
、（D一「

壁高欄 外装板（ラミネート鋼板）

防音壁 ラミネート鋼板

　　　　④（5）

．一一一④⑤
橋　　脚

一　＿
擬石塗装 ②③

配水管 橋脚と1司じ塗装色 〔3）

一
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整　理　番　号

既存橋梁の修景実態調査票
ペ　　　シ 133

1

図oo
I

調　査　者　！釜井（三井）

修景前全景

・新田間川㊤護岸工事も未施』ll

レンガ調の擬石塗装と塗茨Lた配水管

・桁ド面にアルミルーバー

＝・ンー
＿・』〆
　　P－・

γF
影

　　　　　■

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　℃　 ［　r　　［

　　　　‘　　、←　　　　『　』　　　　　　　　』

　　　　ヤ　　　　　　　

　　、ち　一一　　　ヨ
　　、卜、～
へ』決＝＝；
　　＼一＝＝＝

～噸

乏玉室＝ト鋼板の外装板

⑤

。御影石調の擬石塗装

・横線を強調した防音壁

・ 未修越の工区（旺C短エとの工区境



既存橋梁の彦景実態護査棄
ぺ 1己4

1　　　＿　　　　　
一l整　；呈　番　考 藷査考 石井1言行

1礪9 1路裟名）　　兵庫具道高速捧戸西宮線 ム 厚、

1所　在 地　　メ　1ケンパーク西入□1ロ突罠交差点♪葡戸青o長区海岸通3丁…ヨ

騰 梁　　彰　　気　　鍋逆純合成【桁、鋼3径間連続非合成1桁 1高芙橋　河，矯　他）
1竣

昭和63三10月，平成元芝9．肩

随F 主　　阪神高速道路公団 寵算二事費　 ￥■　5，0GO二羅

1設計業者名 阪棒高速道路公団

二　業　者　名　　栗井建設（株）
引 ［

醍元シニ外名 測面板設置二事

‘一欠　旦
亥　 厚、 Fわれた運田

1

図o
－
1

　本喬粟が神酉の海の玄関口にヱ置丁るにも

かかのろず、橋梁測面が種やの儲如物によっ

て繁篭な外観を呈していた。そこで、海O玄

嬰［二＃ろ裁心にkる、乱、達に、略戸の隻饗きれ

’二・・一ジを疏象ハ1ルるべく、　疹景二事う・行

われ’こ⊃

遮音壁つ『ら府まで、7　、て美装化＿て、

　ンプレー；養ラ■〆をま謂し頁往を署

て、るだ｝う、す一き弓と」4こ景…翼を・笠i；

畏 『

戸三…　　　　　＝＝ A 百　珪7　乎　5三
一ず　テ女　冨　 Pコ

；摩　　立　　辞
娼　　　ヨ　　 3二

・－支柱を内部に収めることにより繁碓さを解消している。

マリンブ・レーの横ラインにより水平方向の連続性を強調している一

埼カバ 外甫の側面から下フランジ下諏までを覆い、造形的表碕を橋全俸，二与えている。 ②3

排　水　菅 。橋姓方r盲】…非氷菅を甫力・く一レ～に収め、繁雑さを解消している、 ⑤⑤
「



既存橋梁の修景実態調査票
ペ　　ジ 1三こ「

………理番号i …周査者　　石井信行

1

図o鱒

修景前全景 ① ノ

アレミ製遮音壁は、支柱の両側にバネルをボ、7レト止め

②

桁カバーは、三次元曲面により測面から下面まで回り込

している。 んでいるo

⑤ 書 琶

1 桁カハ 稿脚部処罷 1 橋軸ヵ同排水冒は、桁カハ 内に配置され、橋脚部で 排氷冒取り。い

I
I

外部に出る。 1
E

桁カバー橋脚部処理 橋軸方向排水管は、桁カバー内に配置され、橋脚部で 排水管取り合い



的oGQ
l　l

毬
幽 運　　番　号 　　　－　1

♪ンL口 H駒木》＿ノ

橋名 （呈墨線名） 誰具道誌葡禧翼
一r

欧
←　　　　　封，、　　　1レンパーク又ひへ一ハーラン　ト
i二　　　　　’」

　　　　　　　　　　　　　葺…ヨ肩こ…区妄葦題sT雪一δ 丁≡

1 一巫コ日電

厩存馨梁の彦景実態翁査票 ペ　　ン 136

橋梁形プ5瀦簸デ〆登一外メス皆ン地ン
　　　　　’M　　3墨賢連號府、謂3至闇逮∈非会或1府

（吾巽橋・可、一 憲・池、

竣 工　享　月1 ヱ或元年9肩、平或2三9弓 1
峠
・
フ
巳

山　　

工 坂袖高速道…各公ヨ 彪算工事費 ￥253，09『 一
千弓　

設計 業　者　名 坂繭高速道路公聖

一
7
巴 工　業　者　名 更ヨニ事1渋）

修景プロジニクト名 測面板設董工事 ！
』

修景が行われた遅…ヨ 歎

筆
扉

景

召述超壊が景観肇特されるOに痒い、

観環境に、ふさわし、・弧鰻に丁るべく

最二事う・行れ聡た，

彦

少顎這コ・変更によ・ 、

僑∫⊃袴つざ王連読讐を謹粛一

　き

内

項　 壼

．騒　π　辞
“　 ヨ　 出

・ワンプ竃弧観 ンぐ・腫身ニンスに芸一り、高速這藁二つち馨景事，こ解蚕薫を

与えると七＝・に、支注が鼓鏡に一ヌズムを与えている）

葛間胃
・乏…言憂考薯i・賢男こ6）r・寧ぎ三を覆うとともに、弱るい三ヨ…二で高・質勲重！を耳もき二rこ≡llて

マ1ンプレー⊃ス・予／プによノ潔逗7）連幾竺を蚕蜀している；

L．

F
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Noα

整理爵号i
既存橋梁の修景実態調査票

　　　　　　ト樵名（路線名）1 第三京浜道路多摩川橋

Fり丁　　！上． 地1 世田谷区玉川野毛町～川崎市北見方

橋　梁　形 式1 2一 3－4径問連続叛桁

竣　工　年　月

施 主1　臼本道路公団 概算工事費

設計業者名1

施　 業者茎
修景プロジニケ・呂

1「奎景か 館つれ　理 ．1執．

津国

河川敷を利用したスホーツ・憩いの！　公共の広い河川敷を利用した明るく

場にあって、桁の汚オ

汚れによる対策⇒

『
、 ・脚の大きさ、 解放的な空間にワンホイント、アクセ

ントを与える、、

1．　を行の色　 …　 橋梁を、意言哉5せる目

　　　　　　　．つ色としての赤系、

2．橋　脚　一・　、kきな橋脚をスレン

　　　　　　　ターに見せる冨

　　　　　　　ノ＼々の業まることを

　　　　　　　．§1言鼓しノこ里’、鳥のデサ

　　　　　　　イン・ぐネルを設1握っ 　　　　　　　　　　　　コ　　　　」¶
　　　　　　　　酌
　　　　　　　　桁及ひ水道管、
　　　　　

一　　

排水管の塗装

一脚塗装 ・欝器サ，ン，、

写真番号i
　　　　「

　③．　i

デザインハネル
け『

不1レを設置 ④
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